
　　　

特徴

内訳
（整備スケ
ジュール
等）

ギャンブル依存症対
策に係る主な取組内
容
（基本的な対策に加
えて実施するもの）

・選手宿舎を競輪開催日以外はホテルとして活用
・女性限定トラックサイクリングキャンプの誘致、学生やチームによる合同合宿開催
・バンク内芝生観戦エリアの設置やファン感謝祭の開催
・サイクルスポーツフェスティバルの開催
・大型スポーツ大会の開催誘致
・競輪場を発着点として平和に関係する施設を巡るサイクリングロードの設定
・シャワールーム、ロッカー、サイクルリペアショップ、飲食店といった自転車の発着点としての機能を持つ自転
　車愛好家のためのワンストップ施設としてサービス提供
・昭和レトロをコンセプトにした飲食店舗やベーカリー・カフェなど多様なジャンルの飲食店の設置
・各ライフステージ別の自転車安全教室の実施
・おもしろ自転車の貸出し
・防災備蓄倉庫の整備

キャッシュレスシステムの活用
・会員管理により、本人又は家族からの申請により、購入金額の上限の設定が可能となるとともに、未成年による
　車券購入を防ぐ。

スポーツ・レジャー
等に係る主な取組内
容

提案概要区分

日本最大級のアーバンサイクルスポーツ※施設を有する、競輪とアーバンサイクルスポーツが融合する市民参加型
都市公園「アーバンサイクルパークス広島」として再生
※　アーバンスポーツとサイクルを組み合わせ、ＢＭＸやスケートボード、キックバイク等車輪がある乗り物全般
　を使った競技の造語

施設コンセプト

１１億９，９６２万７千円

３億円

解体費
（本市負担）
※上限額 １６億
　２，４００万円

収益保証額／年度
※下限額 ２億
　４，１００万円

施設レイアウト

・４つのエリア（公園エリア、中核エリア、アーバンサイクルスポーツパーク、拡張エリア）を設定し、来場者数
　の変化に柔軟に対応
・拡張エリアは、アーバンサイクルスポーツパークや大規模イベント時の駐車場として活用するほか、今後、本格
　的なＢＭＸレースを誘致する際の会場として位置付ける。

設計　　　　　　　：令和４年４月～令和５年３月（１年間）
解体・再整備　　　：令和５年１月～令和７年３月（２年３か月間）
再整備後の業務開始：令和７年４月（３１年間）

P3

主な施設内容

【競輪場】
　・収容人数：７，５００人
　・選手宿舎兼ホテル

【スポーツ・レジャー等】
　・ＢＭＸ施設（フリースタイル、フラットランド、初心者ゾーン（スケートボードと兼用））
　・バンク内にロードレース用のコースを設置（ロードレースやトライアスロン等のスタート・ゴール地点として
　　活用）
　・キックバイクコースや遊具などを設置したキッズエリア
　・３Ｘ３コート
　・芝生広場（各種イベントの開催などに利用）
　・レストラン
　・サイクルショップ、サイクリスト向けカフェ
　・健康教室やヨガ教室が開催可能な多目的室

事業期間 ３４年間

別紙２


